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Q  ＮＨＫに勤めて良かったことは
何ですか？

Q　好きな国はどこですか？
　今まで３０カ国弱の国を訪れまし

たが、やはり、ＮＨＫ時代にイギリ

スにいたこともあって、ヨーロッパ

の国々を多く訪れました。

　その中でもイギリスは、日本にな

い自由さを持っており、決まりはあ

るがゆったりしているところが好き

です。

　しかし、一番好きなのは日本です。

Q　ＭＭＵの好きなところは
どこですか？

　バランス感覚が身についたことで

しょうか。ＮＨＫは国民からの受信料

で成り立っているので、見ないから払

わないと言われては困るのです。

　自分が報道したい情報と、国民が得

たい情報とのバランスをとることが必

要でした。

　そのため、バランス感覚を養うこと

が毎日の課題であり、３０数年間で、

骨の髄まで染み込ませられました。そ

れが今でも活きていると思います。

　緑がたくさんあって、敷地がゆっ

たりしているところです。また、私

が見てきた卒業生たちが社会にうま

く溶け込んで、活躍しているという

話をよく聞くのも嬉しいことです。

　大きい大学にはない “ 味 ” があり、

勉強しようという雰囲気がありま

す。

　好きというより、私の誇りであり、

いつまでも、どこにいても誇りと思

える大学だと思います。

Q　結婚の決め手は何でしたか？

　お互いの気持ちが結婚に向かって

いて、自然な流れで結婚しました。

お互いに元気で、よく笑うしいいか

な、と思いました。結婚を決めると

きに大事なことは、心が通じ合って

いるかどうかだと思います。

Q　趣味は何ですか？

　趣味は仕事であり、一番

の心の落ち着き場所です。

ＮＨＫ記者時代はマージャ

ンが趣味でした。現在は旅

行・読書・家庭菜園・社交

ダンス・ゴルフ・水泳を趣

味としていて、理事長室に

いるとあまり体を動かさな

いので、休みの日は精一杯

体を動かすことにしていま

す。

　特にありませんが、１つあげると

すれば、好きなことに向かって努力

をすることが唯一その人を導くとい

うことです。やってもだめな時もあ

るけど、やろうと思わなかったら可

能性はゼロです。根気よく努力して

いれば、誰かが背中を押してくれて

いると思える時が必ずあるもので

す。その機会に一気に前に出ること

を信じて、決して諦めず、努力を続

けることが大切です。

Q　生まれ変わったら
何をしたいですか？

　考えれば考えるほど奥深い宇宙

の神秘に迫りたいですね。「我々人

間とは何だろう？」という問題に

も通じる気がして、創造主は？な

ど疑問がたくさんあります。

　また、科学を学ぶことでバイオ

テクノロジーの研究にも携わって

みたいのですが。

      理事長ってどんな人？

   浜野崇
たか

好
よし

理事長に１０の質問！

Q　座右の銘は何ですか？

浜野　崇
たか

好
よし

１９３５年宮崎市生まれ

早稲田大学政治経済学部卒業　

ＮＨＫ経済記者、解説委員を経て、公立大

教授、学長。

退任後フリーのジャーナリストとして活動。

２０１０年 4 月公立大理事長就任

　４年前に学長として、 公立大の法人化を進めた浜野新理

事長。 今回は、 学生時代や趣味など、 普段は知ることが

できない姿に迫った。 インタビューをする中で、 意外な一面

を垣間見ることができ、 また、 より良い大学作りへの強い意

気込みも感じられた。
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９10

　どちらかというとまじめ一筋で、あ

まり大胆に動く方ではなく、冷静で大

人しかった気がします。高校時代に速

記の魅力に惹かれ、夢中になっていま

した。ＮＨＫ時代は、記者会見で速記

を交えて、人よりも正確に書き取って

いました。しかし、自分でも判読に苦

労することもありました。

　大学時代のアルバイトは、主に家庭

教師をしていて、珍しいものでは、中

央競馬場のアルバイトです。楽でした

が、その日に稼いだお金を競馬に使っ

てしまったりして割に合いませんでし

た。

Q　意気込みをお願いします。

　地域に根付いた大学作りの道筋をつけることが

私の仕事だと思っています。そのための一番の課

題はハラスメント問題の解決であり、尾を引かせ

ないよう努力していく、これは私の腕の見せどこ

ろです。

　また、就職難と言われている中で、いかに学生

が希望の職に就けるか。その支援をしていくとい

うことにも、より一層力を入れていこうと思って

います。

　なんとしてもやり遂げるという、強い意気込み

を持って取り組んでいるため、時に眠れないこと

もあります。しかし、魅力ある大学をつくるため、

日々奮闘しています。

Q　魅力ある大学とは、具体的にどういうことですか？

　本学が法人化したときに平成１９年度から２４年度ま

での６年間、中期目標として検討されてきたものです。

法人化は、私が学長だった時に進めたものです。民間の

競争意識を取り入れ、準民営化することで、大学が自立

することができます。そのためにも法人化は必要なもの

でした。

　昨年度まで進めてきた案を土台にして、引き続きさら

に少子化の中での在り方など、多方面からのきめ細やか

な検討を進めていきたいと考えています。そのための準

備委員会を作り、そこで具体的な計画を進めていきます。

今の段階では、県外に出て行かなければ地元では学べな

いような分野を備えた、魅力ある大学に育てていきたい

と考えています。

      理事長ってどんな人？

   浜野崇
たか

好
よし

理事長に１０の質問！

Q　学生時代はどんな学生でしたか？

（岩屋美奈子・岩永あずさ）
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入
っ
て
？
…
年
間
の
大
学
の
収
入
の

こ
と
（
表
１
）。
宮
崎
公
立
大
学
事
務
組

合
（
宮
崎
市
・
国
富
町
・
綾
町
で
構
成
）

か
ら
の
「
運
営
費
交
付
金
」
が
約
５
割
、

宮
崎
公
立
大
学
独
自
の
収
入
で
あ
る
「
自

己
財
源
」
が
約
５
割
で
あ
る
。

　

自
己
財
源
と
は
、
学
生
側
が
学
校
に
払

う
授
業
料
、
入
学
料
（
す
な
わ
ち
学
生
納

付
金
）
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。

　
　

出
っ
て
？
…
大
学
の
支
出
の
こ
と

（
表
２
）。
大
き
く
分
け
る
と
、
教
育
研
究

平成 22 年度予算

　
　

２
年
度
の
予
算
編
成
…
大
学
の
方
針

と
し
て
、
①
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
、
②

学
生
の
学
習
環
境
整
備
、
③
経
費
削
減
が

あ
る
。

　

①
と
し
て
、
本
学
独
自
に
様
々
な
分
野

を
備
え
た
大
学
づ
く
り
や
、
地
域
に
根
付

い
た
大
学
と
し
て
、
情
報
関
係
講
座
の
開

設
や
英
語
講
座
の
新
設
が
あ
る
。

　

②
と
し
て
、
施
設
の
整
備
や
、
少
人
数

ゼ
ミ
活
動
の
充
実
や
就
職
支
援
の
強
化
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
等
学
生
に
対
す
る
生

活
・
安
全
や
健
康
面
等
の
相
談
支
援
体
制

の
強
化
で
あ
る
。

　

③
は
、
毎
年
度
１
．
５
７
％
の
効
率
化

係
数
（
法
人
化
後
に
定
め
ら
れ
た
数
値
。

運
営
費
交
付
金
を
充
当
し
て
行
う
業
務
に

つ
い
て
、
対
前
年
度
１
．
５
７
％
の
経
費

削
減
を
義
務
付
け
さ
れ
て
い
る
）
に
よ
る

運
営
費
交
付
金
削
減
に
対
応
す
る
た
め
、

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
の
施
設
改
修
等
の
実

施
な
ど
で
あ
る
。

　

公
立
大
学
法
人
は
、
毎
年
度
予
算
を
た

て
、
決
算
を
行
い
運
営
す
る
。　
　
　
　

　
　

　
　

算
っ
て
？
…
毎
年
、
金
額
の
枠
が
大

ま
か
に
決
め
ら
れ
た
中
で
、
運
営
や
事
業

に
当
て
る
金
額
を
決
め
る
計
画
の
こ
と
。

　
　

算
っ
て
？
…
年
度
末
に
、
歳
入
・
歳

出
の
総
計
算
を
行
う
。
そ
の
際
、
計
画
通

り
進
め
ら
れ
た
か
が
判
断
で
き
る
。

 

運
営
方
法

 ～ も っ と 知 り た  い ！ !  M M U 予算 ～

予決

歳歳

２

収　入 （単位：千円）

支　出 （単位：千円）

運営費交付金　555,925

学生納付金　544,409

繰入金　
43,358

受託研究費
6,264

２億 ４億 ６億

人件費　661,878

教育研究費

278,729

一般管理費
203,085

受託研究費
6,264

０ ２億 ４億 ６億 ８億

0

費
（
教
材
の
充
実
や
教
授
の
研
究
経
費
な

ど
）、
人
件
費
（
教
員
や
職
員
の
給
料
）、

一
般
管
理
費
（
運
営
す
る
た
め
の
光
熱
費

や
維
持
費
）、
受
託
研
究
費
（
外
部
か
ら
委

託
さ
れ
た
研
究
の
た
め
の
費
用
）
に
分
け

ら
れ
る
。

表２

表１

　

　                    宮崎公立大学は、２００７年（平成１９年）４月１日に

　  法人化されました。その為、運営力の向上や魅力溢れる大学づくりが求めらる一方、

魅力溢れるＭＭＵを作る為に、ＭＭＵをより知る必要があります。

　 そこで、今回は予算とはどのようなもので、どのように使われているのか、また他大学

　　　 の収入・支出の決算とＭＭＵのそれを比較し、今後のＭＭＵの展望に焦点を

　　　　   当てました。 
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本
学
の
特
徴
の
あ
る
勘
定
を
、
平
成

２
０
年
度
の
決
算
か
ら
抜
き
出
し
、
そ

れ
を
九
州
内
の
他
大
学
１
８
校
（
国
立

１
０
校
、
県
立
６
校
、
公
立
１
校
、
市

立
１
校
）
の
決
算
の
平
均
と
比
較
し
た

（
表
３
）。

　

運
営
費
交
付
金
と
授
業
料
収
益
は
、

歳
入
に
占
め
る
割
合
を
示
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｍ
Ｕ
は
、
こ
の
２
つ
が
歳
入
の
約
９

割
を
占
め
て
い
る
。
授
業
料
収
益
は
、

学
生
納
付
金
で
あ
る
た
め
、
学
生
生
数

の
確
保
は
必
要
不
可
決
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
本
学
に

●インタビュー●
　本学で「地域経済論」を担当している堀口 正 准教授に、本学の予算について話を伺いました。

Ｑ．法人化以前に比べ大学運営の専門性・継続性の高度化が図られているようですが、より良い大学を目指

すために何かアドバイスはありますか？

Ａ．真に地域に開かれた大学を作るには、毎年予算がどのような過程を経て決まるのか、より明確にしてい

くことや、使われたお金（支出）が研究や教育に役立っているのか検証していくことが必要です。また、７

月３１日に魅力ある大学づくり準備委員会（学部・学科の再編等を視野に入れて検討）が立ちあがりました

が、市民や学生の意見が反映されるシステムを作るべきです。最後に学生の自主性を重んじるひとつの方法

として、例えば毎年予算の１％を自主研究の予算としてつけてみるというのはいかがでしょうか。

　

平
成
２
１
年
度
に
は
財
団
法
人
大
学
基
準

協
会
に
よ
っ
て
大
学
評
価
（
認
証
評
価
）
を

受
け
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
大
学
の
質
を
保

証
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
本
学
は
学
校

教
育
法
の
機
関
別
認
証
評
価
を
受
け
る
義
務

を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

本
学
の
長
所
と
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々

が
「
卒
論
発
表
会
」
に
参
加
で
き
る
点
や
「
開

放
授
業
」
な
ど
が
、
教
育
研
究
の
成
果
を
積

極
的
に
地
域
に
還
元
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿

勢
と
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
域
性
を
重
視

す
る
本
学
の
建
学
理
念
を
具
現
化
す
る
活
動

と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

   

改
善
点
と
し
て
、
履
修
登
録
単
位
数
の

上
限
を
設
定
す
る
こ
と
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
早
期
作
成

（
２
０
１
０
年
２
月
完
成
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。

　

前
文
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
評
価
の
結
果
、

大
学
基
準
に
適
合
す
る
と
平
成
２
９
年
３
月

３
１
日
ま
で
の
期
間
、
認
定
さ
れ
た
。

大
学
評
価

引
用

　

宮
崎
公
立
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　
　
　

　

認
証
評
価
（
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
）

＊
━
＊
━
＊
━
＊
━
＊
━
＊
━

━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊

＊
━
＊
━
＊
━
＊
━
＊
━
＊
━
＊
━
＊
━
＊
━
＊

 ～ も っ と 知 り た  い ！ !  M M U 予算 ～

（
大
石
沙
樹
・
中
野
明
美
）

━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊━＊

●他大学との比較●

進
学
し
た
い
、
受
験
し
た
い
と
思
わ

せ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
。

　

人
件
費
は
、
教
員
と
職
員
の
合
計

値
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人
当
た
り
に
換
算

し
た
も
の
を
算
出
し
た
。
職
員
人
件

費
の
金
額
が
低
く
な
っ
て
い
る
の

は
、
大
学
ご
と
に
職
員
の
構
成
比
が

違
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
国
立
大

学
は
正
規
職
員
の
割
合
が
高
く
、
本

学
は
任
期
付
職
員
の
割
合
が
高
い
た

め
平
均
よ
り
低
い
数
値
と
な
っ
て
い

る
。　

表３
Ｎｅｘｔ　Ｌｅｖｅｌ　

　　　Ｖｏｌ．２　

 

     　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 歳入 　                  他大学平均             ＭＭＵ

     運営費交付金             45.5%                  46.1%

      授業料収益 　        21.5%                  42.0%

 歳出  

　   教員人件費           10.5 百万円         10.1 百万円

       職員人件費             8.1 百万円　       5.1 百万円
表４

　

            　　 図書費　　　  収入　　   学生数　　　蔵書数　

ＭＭＵ　約 928 万円　 約 11 億円　 917 人　　102,857 冊

　Ａ　  約 4,575 万円   約 36 億円   1,206 人 　 326,218 冊

　Ｂ　  約 1,426 万円   約 13 億円     773 人　   166,610 冊
　

図
書
費
に
つ
い
て
は
、
公
立

大
学
で
Ｍ
Ｍ
Ｕ
と
比
較
的
環
境

が
似
て
い
る
２
つ
の
大
学
の
平

成
２
０
年
度
の
財
務
諸
表
を
も

と
に
比
較
し
た
。「
教
育
・
研

究
・
教
育
研
究
支
援
・
一
般
管

理
費
」
の
項
目
か
ら
『
図
書
費
』

と
し
て
計
上
し
て
い
る
も
の
を

合
計
し
た
。（
表
４
）
蔵
書
数

に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
が
毎
年

除
却
を
し
て
新
し
い
図
書
を
購

入
し
て
い
る
た
め
差
が
出
て
い

る
。『
図
書
費
』
を
み
る
と
な

お
一
層
充
実
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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    司書　赤澤　央臣

         大阪府出身

       趣味　　読書

       血液型　Ａ型  

 

 館長　山口　裕司

　　環境政治学

　　宮崎県出身

　  趣味　　俳句

     血液型　Ｏ型

　★平成２０年度★
 ２月　学長宛てに学生１００名が嘆願書を提出
 学生のニーズ・・・
 「テスト直前期の土日開館を求めていること」
 「テスト勉強のための自習スペースとして図書館を開
  館してほしい」
　　　　　　　　　　↓
 学校側　代替施設の利用を学生に提案
　　　　　　　　　　↓
 学生からの回答はなかったが、次年度も土曜開館につ
 いて継続審議することになった

　★平成２１年度★
 ６月１３日　宮崎日日新聞に、本学学生が図書館の
 土日開館を求めて署名活動を行う予定であるという
 記事が掲載された
　　　　　　　　　　　↓
 ９月１４日　図書館から提案された１１月開始の土曜
 開館試行案が承認され、教育研究審議会に上程
　　　　　　　　　　　↓
 ９月２４日　１１月からの図書館の土曜試行開館が
 了承された
　　　　　　　　　　　↓
 １０月３０日　約５２０名分の署名が学長あてに提出
された

 ( 土曜日試行開館 )
 １回目・・・平成２１年１１月～平成２２年２月
 ２回目・・・平成２２年５月～平成２２年７月

結果は ・ ・ ・ 土曜日に図書館に行ってみよう！！

１
．
普
段
の
仕
事
は
何
を
し
て
い
る
の
で

す
か
？

　

み
な
さ
ん
「
暇
そ
う
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
な
の
で
す
が
、
裏
の
事
務
所

は
戦
場
で
す
！

　

ま
ず
、
図
書
館
に
置
く
本
選
び
は
、
す

ご
く
悩
み
ま
す
。
次
に
、
買
っ
た
本
を
貸

し
出
せ
る
状
態
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
印
刷
業
務
に
も

携
わ
り
ま
す
。

　

後
は
、
大
学
の
作
業
（
教
授
の
論
文
を

記
事
に
す
る
）、
他
大
学
の
図
書
館
と
の

や
り
と
り
（
Ｉ
Ｌ
Ｌ
）
な
ど
、
や
る
べ
き

作
業
は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

２
．
学
生
に
読
ん
で
欲
し
い
本
は
？

　

シ
ラ
バ
ス
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
本
を
利

用
し
て
読
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

３
．
古
本
の
処
分
は
ど
う
し
て
い
る
ん
で

す
か
？

　

古
本
は
、
凌
雲
会
館
２
階
に
移
し
て
い

ま
す
。
後
は
、
除
却
処
分
で
す
。

　

凌
雲
会
館
２
階
に
移
し
て
い
る
本
も
貸

し
出
し
で
き
る
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
私
（
赤
澤
）
が
、
雨
の
日

も
、
風
の
日
も
、
走
り
ま
す
。

４
．
学
生
へ
の
お
願
い
事

　

と
に
か
く
図
書
館
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
一
度
で
も
足
を
運
ん
で
、
一
度
で
も

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
は
、
延
滞
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

特
に
、
４
年
生
は
、
卒
論
を
書
く
と
き
に

借
り
て
そ
の
ま
ま
卒
業
し
て
し
ま
う
の

で
、
気
を
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
期
日
を
守
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
、
次
に
借
り
た
い
学
生
が
借
り
ら
れ
な

い
の
で
、
そ
の
こ
と
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

 

 

＜土曜試行開館までの経緯＞

（
轟
原
早
苗
・
三
浦
元
美
）

 
今回お話を伺った

のは・・・。 

Ｎｅｘｔ　Ｌｅｖｅｌ

　　　Ｖｏｌ．３

 

ひろおみ



　　異文化実習報告

３
．
驚
い
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

友
人
同
士
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
す
。
男
女
関
係

な
く
、
友
達
同
士
が
肩
を
組
ん
だ
り
手
を
つ
な
い

だ
り
し
て
い
る
の
を
街
や
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
見

て
、
相
手
と
の
距
離
が
近
い
国
な
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

４
．
参
加
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

ひ
と
つ
は
自
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

す
。

　

異
文
化
の
中
で
の
交
流
に
よ
っ
て
、
自
分
は
何

を
知
ら
な
い
の
か
あ
る
い
は
知
っ
て
い
る
の
か
、

ど
ん
な
人
間
な
の
か
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
中
国
の
良
さ
を
分
か
っ
た
こ

と
で
す
。

　

実
際
に
行
く
ま
で
は
、
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
触
れ
て
、

中
国
は
自
分
が
考
え
て
い
る
ほ
ど
危
険
で
は
な
い

し
、
食
べ
物
は
お
い
し
い
し
、
優
し
い
人
も
沢
山

い
る
な
ど
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

園
林
も
と
て
も
き
れ
い
で
、
も
う
一
度
中
国
・

蘇
州
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

(

石
田
菜
実
・
藤
島
朋
恵)

１
．
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

　

語
学
の
上
達
と
異
文
化
理
解
を
深

め
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
場
の
お
い
し
い
中
華
料
理
を
食

べ
た
い
と
い
う
裏
の
目
的
も
あ
り
ま

し
た
。

２
．
苦
労
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

や
っ
ぱ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
特
に
食
事
が
す
べ
て
外
食

だ
っ
た
の
で
、
注
文
す
る
の
が
大
変

で
し
た
。

　

小
さ
な
料
理
店
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー

が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奥
に
掛
か
っ
て
い

る
だ
け
の
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
声

に
出
さ
な
い
と
注
文
で
き
な
い
ん
で

す
。

　

初
め
て
自
分
た
ち
で
食
べ
に
行
っ

た
と
き
は
メ
モ
帳
も
電
子
辞
書
も

持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
唯
一
読

め
た
「
鮮
肉
面
（
シ
ェ
ン
ロ
ウ
ミ
ェ

ン
）
」
を
内
容
も
知
ら
ず
に
頼
み
ま

し
た
。

１
．
苦
労
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

現
地
の
方
と
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
と
て
も
大

変
で
し
た
。

 
イ
ギ
リ
ス
英
語
は
、
学
校
で
習
う
ア

メ
リ
カ
英
語
と
発
音
が
違
い
、
訛
っ

て
い
た
の
で
、
頭
で
日
本
語
に
訳
し

て
話
し
て
い
る
の
で
は
と
て
も
追
い

つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
．
驚
い
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

食
べ
物
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
作
っ
て
頂
い
た

お
弁
当
は
毎
日
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
だ
っ

た
の
で
す
が
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ
ト

３
．
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

 

自
然
が
多
い
こ
と
で
す
。
海
と
空
が
本

当
に
多
く
て
、
日
本
の
空
と
比
べ
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
青
さ
で
し
た
。

　

ぼ
く
も
、
海
で
泳
い
だ
り
浜
辺
で
遊
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
休
日
は
人
が
多
く
て
、

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

４
．
こ
の
留
学
経
験
を
今
後
ど
う
活
か
し

た
い
で
す
か
？

 

旅
行
と
い
う
の
は
あ
っ
て
も
、
外
国
で

生
活
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

実
際
に
生
活
し
て
文
化
の
違
い
を
感
じ

相
手
に
あ
わ
せ
る
適
応
能
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
は

み
ん
な
主
体
性
が
強
い
の
で
、
そ
ん
な

人
々
に
触
れ
て
自
分
自
身
も
主
体
性
が
身

に
つ
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
留
学
経
験
で
培
っ
た
経
験
を

様
々
な
日
常
生
活
で
今
後
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

中
国

・
蘇
州
大
学

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
イ
カ
ト
大
学

い
か
ら
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
た
の
で
す
が
、

す
べ
て
が
小
さ
く
感
じ
て
、
と
て
も
面
白
い
体
験

で
し
た
。

　　　

　

オーラル・コミュニケーション論ゼミ

３年 坂本裕介

兵庫県出身

　

　　

２年 長友由美
国際関係論ゼミ

宮崎県出身

の
他
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
入
っ

て
い
て
、
食
べ
る
の
が
大
変
で
し
た
。

 

ま
た
、
気
温
の
高
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。
裸
足
で

歩
い
て
い
る
の
が
普
通
な
く
ら
い
で
す
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
何
と
紫
外
線
が
日
本
の
７
倍
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
盛
ん
な
こ
と
も
驚

き
ま
し
た
。
僕
は
地
上
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら

7
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テ
レ
ビ
宮
崎
Ｃ
Ｍ
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
テ
レ
ビ
宮
崎
の
Ｃ
Ｍ
に
見
る
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
～

研
究
概
要

Ｃ
Ｍ
の
分
析

ＣＭ内容

「
広
告
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

                                     

ゼ
ミ
」

荒
川
・
池
田
・
石
川
・
井
戸
川

大
野
・
北
別
府
・
古
賀
・
高
橋

田
總
・
田
村
・
八
矢
（
３
年
生
）

ま
ず
最
初
に
、
Ｃ
Ｍ
内
容
に
つ
い
て

見
て
い
き
た
い
。

全
国
向
け
広
告
は
、
１
位
が
食
品
・

飲
料
・
嗜
好
品
、
２
位
が
化
粧
品
・
ト
イ

レ
タ
リ
ー
、
３
位
が
産
業
機
械
（
自
動
車

を
含
む
）
と
い
う
結
果
が
出
た
。

一
方
、
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
は
、
１

位
が
イ
ベ
ン
ト
、
２
位
が
サ
ー
ビ
ス
・
レ

ジ
ャ
ー
、
３
位
が
官
公
庁
・
団
体
と
い
う

結
果
が
出
た
。
１
位
の
イ
ベ
ン
ト
は
野
外

ラ
イ
ブ
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト

販
売
情
報
や
、
住
宅
展
示
会
の
広
告
が
主

だ
っ
た
。
２
位
の
サ
ー
ビ
ス
・
レ
ジ
ャ
ー

は
パ
チ
ン
コ
店
や
飲
食
店
の
広
告
が
目
立

っ
た
。
３
位
の
官
公
庁
・
団
体
は
こ
の
時

期
発
生
し
た
口
蹄
疫
に
関
す
る
広
告
が
主

だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
全
国
向
け
広
告
と
ロ

ー
カ
ル
向
け
広
告
と
で
は
、
商
品
の
Ｃ
Ｍ

内
容
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
た
。特
に
、

ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
は
、
地
域
に
密
着
し

た
Ｃ
Ｍ
内
容
を
発
信
し
た
も
の
が
多
い
傾

向
が
あ
る
。

　

今
回
広
告
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゼ
ミ

で
は
、
テ
レ
ビ
宮
崎
（
以
下
Ｕ
Ｍ
Ｋ
と
す

る
）
の
Ｃ
Ｍ
を
対
象
に
分
析
を
行
い
、
ロ

ー
カ
ル
向
け
広
告
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し

た
。Ｕ

Ｍ
Ｋ
は
ク
ロ
ス
局
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
ク
ロ
ス
局
と
は
、
複
数
の
キ
ー
局

の
ネ
ッ
ト
番
組
を
放
送
す
る
放
送
局
の
こ

と
を
指
し
、Ｕ
Ｍ
Ｋ
は
フ
ジ
テ
レ
ビ（
５
６

％
）、
日
本
テ
レ
ビ
（
２
０
％
）、
テ
レ
ビ

朝
日
（
７
％
）
の
三
局
ク
ロ
ス
で
あ
る
。

ま
た
、
自
社
制
作
番
組
（
１
０
％
）、
そ

の
他
（
７
％
）
で
あ
る
。（
Ｕ
Ｍ
Ｋ
業
務

局
業
務
部
大
山
真
一
さ
ん
談
）

今
回
の
調
査
で
は
、５
月
１
０
日
（
月
）

か
ら
５
月
１
５
日
（
土
）、
５
月
２
３
日

（
日
）
の
５
時
か
ら
２
時
（
２
１
時
間
）、

の
べ
１
４
７
時
間
の
Ｕ
Ｍ
Ｋ
で
放
送
さ
れ

た
Ｃ
Ｍ
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
全
国
向

け
広
告
、
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
に
分
け
て

分
析
を
行
っ
た
。

分
析
し
た
Ｃ
Ｍ
は
の
べ
５
４
０
２
本

（
全
国
向
け
広
告
３
８
７
２
本
、
ロ
ー

カ
ル
向
け
広
告
１
５
３
０
本
）だ
っ
た
。

様
々
な
観
点
か
ら
分
析
を
行
っ
た
が
、

今
回
は
３
つ
の
分
析
結
果
を
紹
介
し
た

い
。※

全
国
向
け
広
告
は
、
東
京
を
拠

点
と
し
、
全
国
展
開
を
し
て
い
る
企
業

の
も
の
で
あ
り
、
全
国
で
放
送
さ
れ
て

い
る
Ｃ
Ｍ
を
指
す
。
一
方
ロ
ー
カ
ル
向

け
広
告
は
、
九
州
内
で
展
開
し
て
い
る

企
業
の
も
の
で
、
九
州
内
の
み
で
放
送

さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｍ
を
指
す
。

ローカル向け広告 全国向け広告

１位：イベント

　　　25.2％（385 本）

２位：サービス・レジャー

　　　21.7%（322 本）

３位：官公庁・団体

　　　11.6%（178 本）

１位：食品・飲料・嗜好品

　　　24.0％（931 本）

２位：化粧品・トイレタリー

　　　13.5%（524 本）

３位：産業機械（自動車を含む）

　　　10.4%（404 本）



ＣＭの表現技術

登場人物の性別

次
に
、
Ｃ
Ｍ
の
表
現
技
術
に
つ
い
て

見
て
い
く
。

全
体
の
傾
向
と
し
て
、
全
国
向
け
広

告
も
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
も
、「
実
写
映

像
」
の
方
が
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｃ
Ｇ

の
み
」
よ
り
も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、「
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｃ
Ｇ
の
み
」
は
、
ロ
ー

カ
ル
向
け
広
告
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多

く
、
全
国
向
け
広
告
の
約
４
倍
だ
っ
た
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
広
告
主
で
あ
る

企
業
の
広
告
費
予
算
の
違
い
が
考
え
ら
れ

る
。
全
国
向
け
広
告
は
、
大
企
業
が
広
告

主
の
場
合
が
多
い
た
め
、
比
較
的
広
告
に

費
用
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
た
め
、
有
名
な
タ
レ
ン
ト
を

起
用
す
る
な
ど
、
予
算
を
か
け
て
Ｃ
Ｍ
を

作
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
は
、
中
小

企
業
を
中
心
と
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
企

業
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
企
業
は

広
告
に
予
算
が
十
分
に
か
け
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
。ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
で
は
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
、
出
演

者
へ
の
出
演
料
を
払
う
必
要
の
な
い
「
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｃ
Ｇ
の
み
」
や
、
チ
ラ

シ
的
な
写
真
の
み
の
Ｃ
Ｍ
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。

　

最
後
に
、
Ｃ
Ｍ
の
登
場
人
物
の
性
別
に

つ
い
て
見
て
い
く
。

　

全
国
向
け
広
告
も
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告

も
、男
女
混
合
の
割
合
が
一
番
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
よ
り
全
国

向
け
広
告
の
ほ
う
が
「
女
性
の
み
」
の
割

合
の
ほ
う
が
高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。

　

こ
れ
は
、
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
よ
り
全

国
向
け
広
告
に
、「
化
粧
品
・
ト
イ
レ
タ

リ
ー
」
の
Ｃ
Ｍ
が
多
か
っ
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
化

粧
品
・
ト
イ
レ
タ
リ
ー
」
の
Ｃ
Ｍ
に
は
、

女
性
が
起
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
た

め
、全
国
向
け
広
告
で
は
登
場
人
物
が「
女

性
の
み
」の
割
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

ローカル向け広告 全国向け広告

91.4%

(3536 本）

8.6%

（331 本）

64.1%

（981 本）

35.8%

（548 本）

■実写映像　　　■アニメーション・CG のみ

ローカル向け広告 全国向け広告

47.5%

(1566 本）

34.1%

(1123 本）

18.4%

(605 本）

61.1%

(546 本）

19.5%

(174 本）

19.5%

(174 本）

■女性のみ　■男性のみ　■男女混合

　

今
回
の
分
析
で
は
、
全
国
向
け
広
告
と
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
と
で
Ｃ
Ｍ
の
内
容

に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｍ
の
表
現
技
術
で
は
、
全

国
向
け
広
告
よ
り
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
の
ほ
う
が
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｃ
Ｇ
の

み
」
の
割
合
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
た
。
さ
ら
に
、
登
場
人
物
の
性
別
で
も
、

全
国
向
け
広
告
と
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
で
違
い
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
分
析
結
果
か
ら
ロ
ー
カ
ル
向
け
広
告
は
、

①
地
域
向
け
の
情
報
発
信

②
広
告
費
を
あ
ま
り
か
け
ず
に
制
作
さ
れ
る

 

こ
れ
ら
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま と め

＊

＊

＊
＊

＊

＊

＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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ＭＭＵ⇔蘇州大学応用技術学院の親善大使と名乗る２人 .

和田美紀子さんと和田百代さんは、 今年 3 月に中国で日本語を教え

るボランティアをしてきた。

彼女たちは、 滞在中の様子や感想を 4月 20日に行われた 「ＭＭＵ⇔

蘇州大学応用技術学院の親善大使報告会」 で次のように語った。

「
き
っ
か
け
は
大
学
の
紹
介
」

 

本
学
の
紹
介
で
２
週
間
、
中
国
で
の
日

本
語
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
滞
在
先
は
、
本
学

が
提
携
を
結
ん
で
い
る
蘇
州
大
学
の
系
列

校
の
「
応
用
技
術
学
院
」
で
あ
っ
た
。

　

本
学
か
ら
そ
こ
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行

く
こ
と
、
ま
た
、
応
用
技
術
学
院
が
日
本

の
学
生
を
こ
の
よ
う
な
形
で
受
け
入
れ
る

こ
と
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
ノ
ー
プ
ラ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

自
分
た
ち
で
や
り
た
い
よ
う
に
で
き
た
。

①②

③
①蘇州大学応用技術学院の構内での１枚。

②校舎。

③出会った先生に連れて行ってもらった雑技団の公演風景。柱の両端に輪っかが               
  付いており、その中に人が立っている。

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
授
業
」

 

午
前
中
は
日
本
語
学
科
の
授
業
で
、
例

文
を
読
ん
だ
り
作
文
の
添
削
な
ど
、
先
生

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
た
。

　

そ
し
て
夕
方
か
ら
は
、
学
生
た
ち
の
自

習
時
間
を
利
用
し
て
、
２
人
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
授
業
を
行
っ
た
。

 

会
話
練
習
も
兼
ね
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
会
話

劇
を
し
た
り
、
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
ふ

り
か
け
や
お
菓
子
な
ど
を
景
品
に
、
日
本

式
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
す
る
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。

　

会
話
劇
に
関
し
て
は
、
教
科
書
に
出
て

く
る
重
要
表
現
を
盛
り
込
み
、
日
本
文
化

も
分
か
る
よ
う
な
要
素
が
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、
恋
愛
ス
ト
ー
リ
ー
を
入
れ
る
こ
と

で
親
し
み
や
す
く
し
て
い
る
。

「
言
葉
の
壁
」

 

外
国
と
交
流
す
る
と
き
に
必
ず
出
て
く

る
言
葉
の
壁
。
こ
の
２
人
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
。
２
人
は
、
中
国
語
を
学
ん
で
い

る
が
レ
ベ
ル
は
ま
だ
ま
だ
で
、
最
初
の
頃

は
意
思
疎
通
が
う
ま
く
い
か
ず
、
中
国
人

学
生
と
の
間
に
壁
を
感
じ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
ダ

ン
ス
を
披
露
し
た
り
と
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
使
っ
て
場
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、

次
第
に
距
離
も
近
く
な
っ
て
い
っ
た
。

和田　美紀子３年

長崎県出身

英米文学ゼミ

和田　百代３年

国際関係論ゼミ

宮崎県出身
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い
こ
と
も
説
明
で
き
な
い
た
め
、
行
動
に

移
す
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
。
今
回
の
経

験
で
痛
感
し
た
。

○
ち
ゃ
っ
か
り
さ
と
礼
儀
正
し
さ

　

今
回
、
沢
山
の
人
の
優
し
さ
に
触
れ
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

行
為
を
素
直
に
受
け
取
る
「
ち
ゃ
っ
か
り

さ
」
と
、
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
し
て

自
分
が
で
き
る
最
大
の
お
礼
を
す
る
こ
と

が
、
み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
秘

訣
だ
。

「
最
後
に
」

　

零
度
以
下
に
も
な
る
時
期
に
、
寮
に
は

暖
房
設
備
が
な
く
、
夜
１
１
時
以
降
は
電

気
も
点
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
中
国
で
使

え
る
携
帯
電
話
を
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い

な
い
た
め
不
便
で
あ
っ
た
り
と
、
語
学
力

以
外
に
も
困
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
中
国
人
に
囲
ま
れ
た
生
活
で
、

と
て
も
中
国
語
の
勉
強
に
な
り
、
ま
た
、

周
庄
と
い
う
水
郷
の
街
だ
っ
た
た
め
、
中

国
文
化
に
触
れ
る
い
い
環
境
だ
っ
た
。

　

歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
こ

と
が
交
流
の
道
具
に
な
る
こ
と
も
認
識
で

き
た
。
ま
た
、
勉
強
へ
の
や
る
気
が
ア
ッ

プ
し
、
ま
た
中
国
に
行
き
た
い
と
、
最
後

に
２
人
は
満
面
の
笑
み
で
語
っ
た
。

④

　

蘇
州
大
学
応
用
技
術
学
院

　
（Applied Technology College of Soochow

 U
niversity

）

　

蘇
州
大
学
系
列
の
大
学
。
１
９
９
７
年
１
１
月
に
開
校
、
電
子

　

通
信
、
服
飾
、
外
国
語
、
芸
術
な
ど
８
学
部
２
８
学
科
あ
り
、

　

生
徒
数
は
約
７
２
０
０
名
。
外
国
語
は
日
本
語
の
ほ
か
に
も
ド

　

イ
ツ
語
や
英
語
、
韓
国
語
な
ど
が
あ
る
。
蘇
州
大
学
と
比
べ
て

　

部
活
動
の
盛
ん
な
学
校
。

　

場
所
：
江
蘇
省
蘇
州
昆
山
周
庄
大
字
路
１
号

　

U
RL

：http://222.45.183.124/index.htm

（
中
国
語
）

　

蘇
州
大
学

　

１
９
０
０
年
東　

大
学
と
し
て
建
校 

。
１
９
８
２
年
順
次
５

　

つ
の
他
大
学
を
統
合
後
、
蘇
州
大
学
と
し
て
開
学
し
た
。
１
７

　

学
部
７
１
学
科
。
生
徒
数
は
約
５
０
０
０
０
名
。
本
学
と
１
９

　

９
５
年
５
月
に
学
術
交
流
協
定
を
結
び
、
交
換
留
学
生
・
短
期

　

研
修
生
の
派
遣
、
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　

場
所
：
江
蘇
省
蘇
州
市
十
梓
街
１
号

　

U
RL

：http://w
w

w
.suda.edu.cn/

　

周
庄

　

江
蘇
省
崑
山
市
（
コ
ウ
ソ
シ
ョ
ウ　

　

コ
ン
ザ
ン
シ
）
に
あ
る
水
郷
の
街
。

　

９
０
０
年
あ
ま
り
の
歴
史
を
持
つ
。

　

現
在
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

　

い
る
。
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
水

　

路
に
沿
っ
て
古
民
家
が
並
び
、
河

　

に
は
石
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
中

　

国
一
の
水
郷
、
典
型
的
な
江
南
水

　

郷
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

最
後
の
授
業
の
時
に
は
、
中
国
人
学
生

た
ち
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
マ
ジ
ッ
ク

や
ダ
ン
ス
、
歌
な
ど
を
練
習
し
、
２
人
の

た
め
に
披
露
し
て
く
れ
た
。

「
授
業
以
外
も
充
実
」

 

お
昼
か
ら
夕
方
ま
で
と
、
土
・
日
曜
日

は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
だ
っ
た
。
次
の
授
業
の

準
備
も
あ
る
が
、
地
元
の
人
や
学
生
と
交

流
す
る
よ
い
機
会
だ
。

　

部
活
を
見
学
し
た
り
火
鍋
を
食
べ
に

行
っ
た
り
イ
チ
ゴ
狩
り
を
し
た
り
な
ど
、

楽
し
い
余
暇
を
過
ご
し
た
。

　

応
用
技
術
学
院
で
出
会
っ
た
先
生
の
計

ら
い
で
、
蘇
州
に
あ
る
高
級
ホ
テ
ル
に
泊

ま
れ
た
と
き
は
夢
の
よ
う
だ
っ
た
。

「
親
善
大
使
三
か
条
」

　

今
回
の
経
験
を
通
し
て
２
人
が
語
る
、

Ｍ
Ｍ
Ｕ
親
善
大
使
三
か
条
は
次
の
通
り

だ
。

○
行
動
力
と
情
熱
と
体
力
が
あ
る
こ
と

　

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
こ
と
は
開
拓
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
並
み
の
体
力
や
行
動
力
、
情
熱

は
必
要
不
可
欠
。

○
日
常
会
話
以
上
の
語
学
力

　

言
葉
が
通
じ
な
け
れ
ば
自
分
の
や
り
た

「
編
集
者
追
記
」

　

今
回
の
報
告
会
で
、
２
人
は

写
真
や
映
像
、
中
国
の
学
生
が

歌
っ
て
く
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
を
交

え
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
発
表

し
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
応
用

技
術
学
院
も
含
め
、
本
校
の
よ

り
活
発
な
国
際
交
流
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　 
 

④二人のオリジナル授業の様子。日本
　式じゃんけんを教えている。

（
石
田
菜
実
・
藤
島
朋
恵
）



Sports       
Day

５月２１日金曜日

　学生相互や教員の親睦と連帯意

識を深めるため、ゼミやサークル

ごとに綱引きとバレーボールで競

い合いました。

⇒
T シャツコンテスト優勝！！有馬ゼミ

！変身！

そ～れっ！！

頑張れ！頑張れ！

開会式を盛り上げる

　　　　　　　　　チアリーダー部♪♪

ナイスアタック！！

頑張った後のお弁当は美味しいね♪

実行委員長にインタビュー

実行委員の仲間たち☆

学友会体育部長

３年　馬場　麻理子

協力　光画部（岩屋美奈子・岩永あずさ）

  　トーナメント作りが難
しかったけど、多くの人
から「楽しかった」と言
ってもらえたことが嬉し
かったです。
　一緒に頑張ってくれた
メンバーに感謝していま
す。
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問

　

２
年
後
期
か
ら
３
年
前
期
ま
で
は
グ

ル
ー
プ
研
究
で
現
地
調
査
や
資
料
収
集

を
し
、
報
告
書
に
ま
と
め
て
、
現
地
で

発
表
会
を
し
ま
す
。

　

去
年
は
都
農
ワ
イ
ン
・
宮
崎
観
光
・

串
間
の
漁
業
を
、
今
年
は
地
産
地
消
を

通
じ
た
農
産
物
の
流
通
・
宮
崎
市
街
地

の
活
性
化
策
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

３
年
後
期
か
ら
は
卒
業
論
文
を
作
成

し
ま
す
。

  

や
っ
た
こ
と
に
責
任
を
持
ち
、
必
ず
成

果
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
！　

　

こ
れ
は
現
地
で
の
報
告
書
配
布
な
ど
で

も
実
行
し
て
い
ま
す
！

　

大
学
以
外
の
人
と
沢
山
話
す
機
会
を
設

け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
社

会
人
の
方
や
県
外
か
ら
来
て
宮
崎
に
住
ん

で
い
る
人
な
ど
で
す
。

　

学
ぶ
場
は
大
学
の
外
に
あ
り
ま
す
。
視

点
を
大
学
外
に
向
け
て
疑
問
や
問
題
点
を

発
見
し
、
自
分
の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に

　

中
国
経
済
や
国
際
協
力
論
な
ど
の
外
国

に
関
す
る
問
題
を
学
ぶ
う
え
で
、
ま
ず
日

本
や
宮
崎
な
ど
の
自
分
が
立
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

外
国
人
と
触
れ
合
う
こ
と
は
自
分
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
認
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
、
つ
ま
り
国
際
交
流
は
自
分
を

知
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

１
．
ゼ
ミ
で
の
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

２
．
他
の
ゼ
ミ
に
負
け
な
い
ポ
イ
ン
ト
は

何
で
す
か
？

３
．
ゼ
ミ
生
に
求
め
る
こ
と
は
何
で
す

か
？

４
．
学
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
ど
う
ぞ
！

　
　
　
　
（
江
藤
麻
美
・
小
宮
か
な
え
）

☆ P r o f i l e ☆

堀口　正　（上段中央）　

大阪府出身　１９６４年１２月１１日生まれ

趣味：体を動かすこと

略歴：立命館大学法学部卒業後、中国復旦大学に留学。

　　　大阪市立大学博士課程修了。

　　　２００７年４月宮崎公立大学人文学部准教授。

地域経済論（中国経済）、国際協力論、日本経済論。

す
る
こ
と
は
大
学
生
と
し
て
の
重
要
な

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

ミ訪ゼ
～国際協力 ・地域経済論ゼミ～

１
．
ゼ
ミ
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ゼ
ミ
生
に
も
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
生
は
学
年
関
係
な
く
仲
良
し
で
、

ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は
す
ご
く
い
い
で
す
。

　

研
究
面
で
は
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
や

ら
せ
て
も
ら
え
、
困
っ
た
と
き
は
先
生
が

助
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
自
ら
行
動
し
た

い
と
い
う
人
に
は
、
す
ご
く
向
い
て
い
る

ゼ
ミ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
色
ん
な
と
こ
ろ

へ
に
行
け
る
の
も
堀
口
ゼ
ミ
の
魅
力
の
ひ

と
つ
で
す
。

今回は国際協力・地域経済論ゼミの堀口先生にインタビュー
しました！

２
．
ゼ
ミ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

同
じ
分
野
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
に
出
会
え
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
人
脈
や
行
動
の
幅
が
広
が
り
ま
し

た
。

 

ゼミの魅力・・・ 

それは活力！！ 
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１
．
テ
ニ
ス
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と

は
何
で
す
か
？

　

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
で
す
。
日

頃
の
練
習
や
、
夏
に
行
わ
れ
る
キ
ャ
ン
プ

を
通
し
て
、
学
年
関
係
な
く
仲
良
く
な
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
大
だ
け
の
出
会
い
に
限
ら

ず
、
他
大
学
と
の
交
流
も
あ
る
の
で
、
人

と
の
輪
が
と
て
も
広
が
る
こ
と
で
す
。

２
．
逆
に
苦
労
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

硬
式
テ
ニ
ス
部
は
部
員
が
多
く
、
４
５

名
（
２
０
１
０
年
６
月
現
在)

の
部
員
が

所
属
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の

部
員
に
対
し
て
、
コ
ー
ト
は
、
２
面
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル

に
合
っ
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
の
に

と
て
も
苦
労
し
て
い
ま
す
。

４
．
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
何
で
す
か
？

　

チ
ー
ム
全
体
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
試
合
で

一
回
で
も
多
く
勝
っ
て
い
く
こ
と
で
す

ね
。

　

そ
の
た
め
に
は
、技
術
面
だ
け
で
な
く
、

精
神
面
・
体
力
面
も
非
常
に
重
要
で
す
。

　

練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
い
れ
て
い
き
、
体
力
の
向
上
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
主
な
活
動
内
容
＊

　

・
新
入
生
部
活
動
紹
介(

４
月
）

　

・
イ
ン
カ
レ
（
７
月
）

　

・
キ
ャ
ン
プ
（
８
月
）

　

・
県
、
市
の
大
会
は
毎
月
１
度
く
ら
い

　
　

あ
り
ま
す
。

  

３
．
初
心
者
の
人
で
も
大
丈
夫
で
す
か
？

　

大
丈
夫
で
す
！　

入
部
し
て
く
る
半
分

く
ら
い
は
初
心
者
な
ん
で
す
が
、
み
ん
な

す
ぐ
に
上
手
に
な
っ
て
、
試
合
で
も
勝
て

る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

　

ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
か
ら
、
サ
ー
ブ
の

打
ち
方
な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
経

験
者
が
優
し
く
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
ケ
ッ
ト
や
シ
ュ
ー
ズ
の
貸
し

出
し
も
し
て
い
る
の
で
、
動
き
や
す
い
服

装
で
あ
れ
ば
、
い
つ
来
て
も
、
す
ぐ
に
テ

ニ
ス
が
で
き
ま
す
よ
。
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
人
は
、
是
非
、
体
育
館
横
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ま
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。　

　

部員数　　４５名

顧問　　　中山　本文　教授

活動時間　火・金 ( １６時３０分～ )

                  土 ( ９時～１３時 )

　　今回は、オオカミの髪型をしていて、細マッ
チョを目指し、日々トレーニングをかかさない
野村一道キャプテンにインタビューをしました。

員

募

集
中

 部活動・サークル訪問 

部

名前：野村 一道
学年：３年
所属ゼミ：社会心理学論ゼミ
出身県：宮崎県

★野村キャプテン★

　　基本データ
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１
．
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

か
？

　

宮
崎
市
役
所
の
福
祉
部
こ
ど
も
課
で
働

い
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
仕
事
内
容
は
、

認
可
外
の
保
育
所
の
管
理
、
入
所
に
つ
い

て
の
業
務
な
ど
で
す
。

３
．
仕
事
の
や
り
が
い
は
何
で
す
か
？

　

こ
ど
も
課
は
、
お
子
さ
ん
の
い
る
方
が

た
く
さ
ん
訪
れ
る
場
所
で
す
。
多
く
の
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
お
子
さ
ん
を
い
い
環

境
の
保
育
園
に
預
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ニ
ー
ズ
を
実
現
さ
せ
ら
れ
た
時

の
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
や
子
ど
も
の

嬉
し
そ
う
に
し
て
い
る
顔
を
見
た
り
す
る

時
で
す
。

５
．
想
像
し
て
い
た
仕
事
と
違
う
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
楽
し
い
で
す
。

　

公
務
員
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
が
、
課
に
よ
っ
て
は
、
い
ろ
ん
な

４
．
公
務
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

　

始
め
か
ら
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
実
は
一
度
、
勉
強
の
大
変
さ
に

挫
折
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
行
政
論
ゼ
ミ
に
入
っ
て
、
行

政
に
つ
い
て
学
ん
で
知
っ
て
い
く
こ
と
で

再
び
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
委
員
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
き
に
、

市
役
所
の
方
が
ど
ん
な
風
に
働
い
て
い
る

か
を
見
て
、
市
民
の
た
め
に
働
い
て
い
る

と
い
う
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
決
心
し

ま
し
た
。

２
．
大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

毎
日
が
大
変
で
す
。
最
近
は
、
子
ど
も

手
当
て
の
仕
事
が
忙
し
い
で
す
ね
。

　

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ど
も

課
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
あ
る
明
る
い
課
で

す
の
で
、
い
ろ
ん
な
人
の
力
を
借
り
て
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

７
．
ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い

ま
し
た
か
？

　

ゼ
ミ
で
勉
強
し
た
り
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
ア
カ
ペ
ラ

サ
ー
ク
ル
や
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
３
か
月
く
ら

い
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
自
分
に
は
向

か
な
い
な
と
思
っ
て
た
ん
で
す
が
、
今
こ

ど
も
課
で
働
い
て
い
る
の
で
あ
の
時
の
経

験
が
役
立
っ
て
い
ま
す
。

６
．
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

は
何
で
す
か
？

　

私
は
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
た
地
域

づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
公
立
大
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り

若
い
人
た
ち
に
市
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
興
味
を
行
動
に
移
せ
る
よ
う
な

し
く
み
を
作
っ
て
、
宮
崎
市
を
元
気
な
街

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
．
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

勉
強
も
大
切
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
人
と

出
会
っ
て
、
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
に
興

味
を
持
ち
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
意
外
と
後
々
に
役
に
立
ち

ま
す
。

　

在
学
中
に
、
た
く
さ
ん
い
ろ
ん
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

今
の
社
会
は
い
ろ
ん
な
情
報
が
入
っ
て

き
て
、
不
安
に
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
大
切
に

し
て
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

悩
む
よ
り
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。
失
敗
し
て
も
無
駄
に
は
な
ら
な
い
の

で
自
分
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ＯＢ・ 訪問ＯＧ

場
所
を
回
っ
た
り
意
外
と
ア
ク
テ
ィ
ブ

で
す
。

　

様
々
な
事
例
が
あ
る
の
で
、
こ
う
い

う
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う

と
頭
を
回
転
さ
せ
た
り
、
担
当
す
る
課

が
３
年
ご
と
に
変
わ
る
の
で
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
学
べ
、
そ
れ
が
他
の
場
で
役

立
っ
た
り
…
。
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
い
意

味
で
裏
切
ら
れ
ま
し
た
ね
。

　　　
勝家　美穂子さん
生年月日：１９８７年７月２０日
所属していたゼミ：行政論ゼミ
出身校：宮崎農業高校
座右の銘：為せば成る

宮
崎
市
政
の
若
き
活
力
！

　

今
年
の
春
、
宮
崎
公
立
大
学
を
卒
業
さ

れ
た
ば
か
り
で
現
在
は
宮
崎
市
役
所
に
勤

務
さ
れ
て
い
る
勝
家
美
穂
子
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

（
江
藤
麻
美
・
小
宮
か
な
え
）

（上段左から３番目）
「学生時代はいろんなことにチャレ
ンジしました。失敗したとしてもい
つかは絶対役に立ちます」
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１１月
凌雲祭

１２月
冬季休業

2011 年１月
センター試験
卒論提出期限

２月
前期入試
春季休業

３月
後期入試
卒業式

～後期スケジュール～
１０月

後期開始

　  藤島　朋恵
楽しんで読んでね！

  　三浦　元美
楽しかったよ～☆

岩永　あずさ
楽しく作りました☆

　岩屋　美奈子

多くの人に読んで

欲しい！

小宮　かなえ

いっぱい読んでね！

中野　明美
  愛情こもってます！

    石田　菜実一生懸命作ったの
で見てください！

     江
藤　麻美

みんな見てね～！

大石　沙樹

   私達の集大成です！

轟原　早苗見てね～！


